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(57)【要約】
【課題】可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を訪問
先に持ち出して使用する場合に、搬送中に可搬型放射線
撮影装置又は可搬型Ｘ線源を稼動させる充電池を充電す
ることができる収納ケース、及び装置システムを得る。
【解決手段】持ち運び可能な収納ケース６６には、充電
池５４、５８で稼動する可搬型放射線撮影装置１０及び
可搬型Ｘ線源７０が収納可能となっている。そして、収
納ケース６６を搬送している間に、収納ケース６６に設
けられた充電回路９２が、充電池８８から電力を取得し
て充電池５４、５８を充電する。このように、可搬型放
射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納ケース６
６に収納して、搬送中に充電池５４、５８が充電される
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照射された放射線により現される放射線画像を記録すると共に第１充電池によって稼動
する可搬型放射線撮影装置、及び前記可搬型放射線撮影装置に放射線を照射すると共に第
２充電池によって稼動する可搬型Ｘ線源の少なくとも一方を収納可能な収納部と、
　電力供給源から電力を取得して前記第１充電池及び前記第２充電池の少なくとも一方を
充電可能とする充電手段と、
　を備える持ち運び可能な収納ケース。
【請求項２】
　前記電力供給源は、前記収納ケースに設けられた第３充電池であり、
　外部からの電力で、前記第３充電池を充電可能とする電源ケーブルが設けられる請求項
１に記載の収納ケース。
【請求項３】
　前記第３充電池は、前記第１充電池及び前記第２充電池に比べて自己放電率が小さい請
求項２に記載の収納ケース。
【請求項４】
　前記第３充電池は、着脱可能に設けられる請求項２又は３に記載の収納ケース。
【請求項５】
　前記収納部に収納された前記可搬型放射線撮影装置及び前記可搬型Ｘ線源の受電部と、
前記収納部に設けられた給電部とは非接触である請求項１～４の何れか１項に記載された
収納ケース。
【請求項６】
　請求項１～５の何れか１項に記載の収納ケースと、
　前記収納ケースに設けられた収納部に収納される可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線
源の少なくとも一方と、
　を備えた装置システム。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源の少なくとも一方を収納可能な収納
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部を備える収納ケースと、装置システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、可搬型放射線撮影装置（電子カセッテ）が記載されており、この可搬
型放射線撮影装置には、把持部が設けられている。そして、この把持部を備え付けの突出
部に掛けることで、電気的に把持部と突出部とが接続され、この把持部を通して、可搬型
放射線撮影装置の充電池が充電されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６９７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の技術では、例えば、個人宅訪問又は介護施設訪問等での撮影により、訪
問先に可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を持ち出して使用する場合には、予め可搬
型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を稼動させるために設けられた充電池を充電しなけれ
ばならなかった。また、可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源に設けられた充電池が、
搬送中に放電してしまうという問題も考えられる。
【０００５】
　本発明の課題は、可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を訪問先に持ち出して使用す
る場合に、搬送中に可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を稼動させる充電池を充電す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係る収納ケースは、照射された放射線により現される放射線画像を
記録すると共に第１充電池によって稼動する可搬型放射線撮影装置、及び前記可搬型放射
線撮影装置に放射線を照射すると共に第２充電池によって稼動する可搬型Ｘ線源の少なく
とも一方を収納可能な収納部と、電力供給源から電力を取得して前記第１充電池及び前記
第２充電池の少なくとも一方を充電可能とする充電手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　上記構成によれば、持ち運び可能な収納ケースの収納部には、第１充電池又は第２充電
池で稼動する可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源の少なくとも一方が収納可能となっ
ている。そして、収納ケースに設けられた充電手段が、電力供給源から電力を取得して第
１充電池及び第２充電池の少なくとも一方を充電可能している。
【０００８】
　このように、収納ケースに充電手段を設けることで、持ち運び可能な収納ケースに可搬
型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源の少なくとも一方を収納した状態で第１充電池及び第
２充電池の少なくとも一方を充電することができる。
【０００９】
　本発明の請求項２に係る収納ケースは、請求項１に記載において、前記電力供給源は、
前記収納ケースに設けられた第３充電池であり、外部からの電力で、前記第３充電池を充
電可能とする電源ケーブルが設けられることを特徴とする。
【００１０】
　上記構成によれば、収納ケースには、電力供給源としての第３充電池と、外部からの電
力でこの第３充電池を充電可能とする電源ケーブルが設けられている。
【００１１】
　このように、収納ケースに第３充電池を設けることで、可搬型放射線撮影装置又は可搬
型Ｘ線源の搬送中に、簡易な構成で第１充電池及び第２充電池の少なくとも一方を充電す
ることができる。
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【００１２】
　また、訪問先又は病院内で、電源ケーブルを電力供給可能なコンセント（例えば壁コン
セント）に接続させることで、第３充電池を充電することができる。
【００１３】
　また、可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源を個別に充電しようとすると、可搬型放
射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源に夫々設けられたケーブルを電力供給可能なコンセントに
接続させなければならない。このため、コンセントの差込口数が不足することが考えられ
る。しかし、本発明は、収納ケースに設けられた電源ケーブルをコンセントに差し込むこ
とで第１充電池及び第２充電池を充電するのに用いる第３充電池を充電することができる
。このため、コンセントの差込口数が不足すことはない。
【００１４】
　また、コンセントの差込形状は、国や地域によって異なり、また輸送手段（飛行機、船
舶、自動車など）でも異なる。そこで、可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源の夫々に
充電用のケーブルが設けられていると、夫々に各仕様に合わせたケーブルが必要となる（
この場合、２本×国や地域や輸送手段）。しかし、本発明は収納ケースに電源ケーブルが
設けられているため、この電源ケーブルだけを各仕様に合わせる（１本×国や地域や輸送
手段）ことで第３充電池を充電することができる。
【００１５】
　本発明の請求項３に係る収納ケースは、請求項２に記載において、前記第３充電池は、
前記第１充電池及び前記第２充電池に比べて自己放電率が小さいことを特徴とする。
【００１６】
　上記構成によれば、第３充電池は、第１充電池及び第２充電池に比べて自己放電率が小
さくされている。このため、収納ケースに第３充電池を収納し、これを用いて第１充電池
及び第２充電池を充電する際に、効果的に第１充電池及び第２充電池を充電することがで
きる。
【００１７】
　本発明の請求項４に係る収納ケースは、請求項２又は３に記載において、前記第３充電
池は、着脱可能に設けられることを特徴とする。
【００１８】
　上記構成によれば、第３充電池は、収納ケースに対して着脱可能に設けられている。こ
のため、可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源を収納ケースに収納して搬送している間
に、第３充電池の充電量が少なくなってきた場合には、予め用意した充電済みの第３充電
池を装着している第３充電池と交換することで、第１充電池及び第２充電池を充電するこ
とができる。
【００１９】
　本発明の請求項５に係る収納ケースは、請求項１～４の何れか１項に記載において、前
記収納部に収納された前記可搬型放射線撮影装置及び前記可搬型Ｘ線源の受電部と、前記
収納部に設けられた給電部とは非接触であることを特徴とする。
【００２０】
　上記構成によれば、収納部に収納された可搬型放射線撮影装置及び可搬型Ｘ線源の受電
部と、収納部に設けられた給電部とは非接触である。このため、可搬型放射線撮影装置及
び可搬型Ｘ線源の防水性及び見栄えを向上させることができる。
【００２１】
　本発明の請求項６に係る装置システムは、請求項１～５の何れか１項に記載の収納ケー
スと、前記収納ケースに設けられた収納部に収納される可搬型放射線撮影装置及び可搬型
Ｘ線源の少なくとも一方と、を備えたことを特徴とする。
【００２２】
　上記構成によれば、装置システムには、　請求項１～５の何れか１項に記載の収納ケー
スが設けられている。このため、持ち運び可能な収納ケースに可搬型放射線撮影装置及び
可搬型Ｘ線源の少なくとも一方を収納した状態で第１充電池及び第２充電池の少なくとも
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一方を充電することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を訪問先に持ち出して使用す
る場合に、搬送中に可搬型放射線撮影装置又は可搬型Ｘ線源を稼動させる充電池を充電す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１実施形態に係る収納ケース及び装置システムを示した斜視図である
。
【図２】本発明の第１実施形態に係る装置システムに用いられる可搬型Ｘ線源を示した斜
視図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る装置システムに用いられる可搬型放射線撮影装置を
示した斜視図である。
【図４】（Ａ）（Ｂ）本発明の第１実施形態に係る収納ケースを示した斜視図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る装置システムに用いられる可搬型放射線撮影装置及
び可搬型Ｘ線源の使用状況を示した斜視図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る可搬型放射線撮影装置を示した回路図である。
【図７】本発明の第１実施形態に係る可搬型放射線撮影装置を示した平面図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係る可搬型放射線撮影装置を示した断面図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係る収納ケース及び装置システムを示した斜視図である
。
【図１０】本発明の第１実施形態に係る装置システムに用いられる可搬型放射線撮影装置
及び可搬型Ｘ線源の使用状況を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の第１実施形態に係る収納ケース６６、及び装置システム６４の一例について図
１～図８に従って説明する。なお、図中の矢印ＵＰは、鉛直方向上方を示す。
【００２６】
　（全体構成）
　図６に示されるように、装置システム６４（図１参照）に設けられた可搬型放射線撮影
装置１０（所謂電子カセッテ）の筐体１８の内部には、放射線撮像素子１２が設けられて
いる。この放射線撮像素子１２は、上部電極と半導体層と下部電極を備え、放射線撮像素
子１２には、光を受けて電荷を蓄積するセンサ部１４と、センサ部１４に蓄積された電荷
を読み出すためのＴＦＴスイッチ１６と、を含んで構成される画素２０が２次元状に多数
設けられている。
【００２７】
　また、放射線撮像素子１２には、前述したＴＦＴスイッチ１６をＯＮ／ＯＦＦするため
の複数の走査配線２２と、センサ部１４に蓄積された電荷を読み出すための複数の信号配
線２４と、が互いに交差して設けられている。
【００２８】
　本実施形態に係る放射線撮像素子１２は、表面にＧＯＳ又はＣｓＩ等からなるシンチレ
ータ３０（図７及び図８参照）が貼り付けられている。シンチレータ３０は、発生した光
の外部への漏れだしを防止するため、貼り付けられた放射線撮像素子１２に対する反対側
の面に発生した光を遮光する遮光体３０Ａ（図８参照）を有している。
【００２９】
　放射線撮像素子１２では、照射されたＸ線などの放射線はシンチレータ３０で光に変換
され、センサ部１４に照射される。センサ部１４は、シンチレータ３０から照射された光
を受けて電荷を蓄積するようになっている。
【００３０】
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　そして、各信号配線２４には、信号配線２４に接続された何れかのＴＦＴスイッチ１６
がＯＮされることによりセンサ部１４に蓄積された電荷量に応じて放射線画像を示す電気
信号（画像信号）が流れるようになっている。
【００３１】
　また、放射線撮像素子１２の信号配線方向の一端側には、結線用のコネクタ３２が複数
個並んで設けられ、走査配線方向の一端側には、コネクタ３４が複数個並んで設けられて
いる。そして、各信号配線２４はコネクタ３２に接続され、各走査配線２２はコネクタ３
４に接続されている。
【００３２】
　さらに、本実施の形態では、放射線撮像素子１２による放射線検出の制御、及び各信号
配線２４に流れる電気信号に対する信号処理の制御を行う制御部３６が設けられ、制御部
３６は、信号検出回路４２と、スキャン信号制御回路４０と、を備えている。
【００３３】
　また、信号検出回路４２には、複数個のコネクタ４６が設けられており、このコネクタ
４６には、フレキシブルケーブル４４の一端が電気的に接続されている。さらに、このフ
レキシブルケーブル４４の他端は、コネクタ３２に接続されており、信号配線２４毎に、
入力される電気信号を増幅する増幅回路を内蔵している。この構成により、信号検出回路
４２は、各信号配線２４より入力される電気信号を増幅回路により増幅して検出すること
で、画像を構成する各画素２０の情報として、各センサ部１４に蓄積された電荷量を検出
するようになっている。
【００３４】
　一方、スキャン信号制御回路４０には、コネクタ４８が設けられており、このコネクタ
４８には、フレキシブルケーブル５２の一端が電気的に接続されている。さらに、このフ
レキシブルケーブル５２の他端は、コネクタ３４に接続されており、スキャン信号制御回
路４０は各走査配線２２にＴＦＴスイッチ１６をＯＮ／ＯＦＦするための制御信号を出力
するようになっている。
【００３５】
　また、図８に示されるように、本実施の形態に係る可搬型放射線撮影装置１０は、照射
された放射線により表わされる放射線画像を撮影する撮影部６０を有している。この撮影
部６０は、平板状に形成された支持基板６２の一方の面に放射線撮像素子１２が配置され
（図７参照）、支持基板６２の他方の面に放射線撮像素子１２に対応する信号検出回路４
２及びスキャン信号制御回路４０が配置されている。
【００３６】
　また、図３に示されるように、可搬型放射線撮影装置１０には、可搬型放射線撮影装置
１０を稼動させる第１充電池としての充電池５４が設けられており、この充電池５４は、
可搬型放射線撮影装置１０の側面に設けられた収納部５６に着脱自在とされている。
【００３７】
　これに対し、図２に示されるように、可搬型放射線撮影装置１０に放射線を照射する可
搬型Ｘ線源７０には、Ｘ線を照射する照射窓７２と、可搬型Ｘ線源７０のコリメータを調
整する調整ダイヤル７４と、可搬型Ｘ線源７０を持ち運ぶときに把持する把持部７６とが
設けられている。
【００３８】
　さらに、可搬型Ｘ線源７０には、可搬型Ｘ線源７０を稼動させる第２充電池としての充
電池５８が設けられており、この充電池５８は、可搬型Ｘ線源７０の側面に設けられた収
納部６８に着脱自在とされている。
【００３９】
　また、図１に示されるように、装置システム６４には、前述した可搬型放射線撮影装置
１０及び可搬型Ｘ線源７０の他に、個人宅訪問や介護施設訪問によって撮影をする際に、
可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納して持ち運ぶことを可能とする収
納ケース６６が設けられている。なお、収納ケース６６については、詳細を後述する。
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【００４０】
　次ぎに、本実施形態に係る可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０の動作につ
いて説明する。
【００４１】
　図５に示されるように、収納ケース６６（図１参照）に収納されて個人宅や介護施設に
持ち運ばれた可搬型放射線撮影装置１０は、放射線画像の撮影時において、放射線を発生
させる可搬型Ｘ線源７０と間隔を空けて配置される。詳細には、可搬型Ｘ線源７０の把持
部７６を、個人宅又は介護施設にて簡易に組み立てられたアングル７８の引掛け部８０に
引っ掛けることで、可搬型放射線撮影装置１０と可搬型Ｘ線源７０とは垂直方向に間隔を
空けて配置される。
【００４２】
　また、このときの可搬型Ｘ線源７０と可搬型放射線撮影装置１０との間は、被写体８２
が位置するための撮影位置とされており、放射線画像の撮影が指示されると、可搬型Ｘ線
源７０は予め与えられた撮影条件等に応じた放射線量の放射線を射出する。そして、可搬
型Ｘ線源７０から射出された放射線は、撮影位置に位置している被写体８２を透過するこ
とで画像情報を担持した後に可搬型放射線撮影装置１０に照射される。
【００４３】
　図８に示されるように、放射線撮像素子１２では、照射されたＸ線などの放射線はシン
チレータ３０で光に変換され、センサ部１４（図６参照）に照射される。センサ部１４は
、シンチレータ３０から照射された光を受けて電荷を蓄積する。
【００４４】
　図６に示されるように、画像読出時には、スキャン信号制御回路４０から放射線撮像素
子１２のＴＦＴスイッチ１６のゲート電極に走査配線２２を介して順次ＯＮ信号（＋１０
～２０Ｖ）が印加される。これにより、放射線撮像素子１２のＴＦＴスイッチ１６が順次
ＯＮされることによりセンサ部１４に蓄積された電荷量に応じた電気信号が信号配線２４
に流れ出す。信号検出回路４２は、放射線撮像素子１２の信号配線２４に流れ出した電気
信号に基づいて各センサ部１４に蓄積された電荷量を、画像を構成する各画素２０の情報
として検出する。これにより、放射線撮像素子１２に照射された放射線により示される画
像を示す画像情報を得る。
【００４５】
　（要部構成）
　次ぎに、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納して持ち運ぶことを可
能とする収納ケース６６について説明する。
【００４６】
　図１に示されるように、収納ケース６６には、ケース本体６６Ａと、ケース本体６６Ａ
の内部を開放する蓋部６６Ｂと、ケース本体６６Ａの天板に設けられた把持可能な把持部
６６Ｃと、ケース本体６６Ａの底板に設けられた従動コロ６６Ｄとが設けられている。
【００４７】
　さらに、ケース本体６６Ａには、可搬型放射線撮影装置１０を収納可能な凹状の第１収
納部８４が設けられ、この第１収納部８４の隣りには、可搬型Ｘ線源７０を収納可能な凹
状の第２収納部８６が設けられている。
【００４８】
　また、この収納ケース６６には、第３充電池としての充電池８８が、蓋部６６Ｂに形成
された収納部９０に着脱自在に設けられている。さらに、この収納部９０に収納された充
電池８８から電力を取得して、収納ケース６６に収納された可搬型放射線撮影装置１０及
び可搬型Ｘ線源７０の充電池５４、５８（図２、図３参照）を充電可能とする充電手段と
しての充電回路９２が収納ケース６６に設けられている。
【００４９】
　また、充電時に使用される可搬型放射線撮影装置１０に設けられた受電部９４と、第１
収納部８４に設けられた給電部９６とは非接触とされており、同様に、可搬型Ｘ線源７０
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に設けられた受電部９８と、第２収納部８６に設けられた給電部１００とも非接触とされ
ている。
【００５０】
　さらに、蓋部６６Ｂには、巻取り可能な電源ケーブル１０４が設けられており、この電
源ケーブル１０４を電力供給可能なコンセント（例えば壁コンセント）に接続させること
で、蓋部６６Ｂに設けられた充電回路１０６を介して収納部９０に収納された充電池８８
が充電されるようになっている。
【００５１】
　ここで、充電池８８は、充電池５４、５８に比べて自己放電率が小さくされている。つ
まり、充電池８８は、充電池５４、５８に比べて放電し難いようになっている。
【００５２】
　なお、自己放電率の算出方法及び測定方法を下記に示す。
【００５３】
　電池の自己放電率［％］＝（初期放電容量－保存後放電容量）／初期放電容量×１００
　　＜測定方法＞
・第一段階：単電池又は組電池を周囲温度摂氏２０±５度で製造業者が指定する方法で充
電する。
・第二段階：単電池又は組電池を周囲温度摂氏２０±５度で、電池電圧が規定する放電終
止電圧になるまで０．２Ｉｔ［Ａ］の定電流で放電する。この際の放電量を初期放電容量
とする。ここで、Ｉｔ［Ａ］：単電池又は組電池の１時間率の電流である。
・第三段階：単電池又は組電池を周囲温度摂氏２０±５度で製造業者が指定する方法で充
電する。
・第四段階：単電池又は組電池を周囲温度摂氏２０±５度で２８日間放置する。
・第五段階：単電池又は組電池を周囲温度摂氏２０±５度で、電池電圧が規定する放電終
止電圧になるまで０．２Ｉｔ［Ａ］の定電流で放電する。この際の放電量を保存後放電容
量とする。
【００５４】
　（作用・効果）
　次ぎに、収納ケース６６及び装置システム６４の作用について説明する。
【００５５】
　図１に示されるように、個人宅訪問又は介護施設訪問等での撮影により、訪問先に持ち
出して可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を使用する場合には、可搬型放射
線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納ケース６６の第１収納部８４及び第２収納部
８６に収納する。なお、蓋部６６Ｂの収納部９０に収納される充電池８８は予め電源ケー
ブル１０４及び充電回路１０６を用いて充電されている。
【００５６】
　図４（Ａ）に示されるように、収納ケース６６の蓋部６６Ｂを閉じて、把持部６６Ｃを
把持して、従動コロ６６Ｄを転がしながら収納ケース６６を搬送し、個人宅又は介護施設
へ可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を持ち運ぶ。
【００５７】
　可搬型放射線撮影装置１０に収納された充電池５４又は可搬型Ｘ線源７０に収納された
充電池５８の充電量が少ない場合、又は、訪問箇所が何箇所かあり、充電池５４、５８の
充電量が少なくなった場合には、個人宅又は介護施設に到着した際に、先ず充電池５４、
５８を充電しなければならず、到着後に直ぐに撮影できなくなってしまうことが考えられ
る。
【００５８】
　しかし、図１に示されるように、収納ケース６６に設けられた充電回路９２が充電池８
８から電力を取得して収納される可搬型放射線撮影装置１０の充電池５４及び可搬型Ｘ線
源７０の充電池５８を充電する。つまり、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７
０を収納ケース６６に収納して、搬送中に充電池５４、５８が充電される。
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【００５９】
　また、図４（Ｂ）に示されるように、個人宅又は介護施設等に到着して、可搬型放射線
撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を使用している間に、電源ケーブル１０４をコンセン
トに差し込むことで、蓋部６６Ｂに収納された充電池８８が充電される。
【００６０】
　以上説明したように、収納ケース６６に充電回路９２を設けることで、持ち運び可能な
収納ケース６６に可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納して搬送してい
る状態で充電池５４、５８を充電することができる。
【００６１】
　また、収納ケース６６には、充電回路９２が電力を取得する充電池８８が設けられてい
る。これにより、簡易な構成での搬送中の可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７
０の充電池５４、５８を充電することができる。
【００６２】
　また、収納ケース６６には、充電池８８を外部からの電力で充電可能とする電源ケーブ
ル１０４が設けられている。これにより、訪問先又は病院内で、電源ケーブル１０４を電
力供給可能なコンセント（例えば壁コンセント）に接続させることで、充電池８８を充電
することができる。
【００６３】
　また、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を個別に充電しようとすると、
可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０に夫々設けられたケーブルを電力供給可
能なコンセントに接続させなければならず、コンセントの差込口数が不足することが考え
られる。しかし、本実施形態では、収納ケース６６設けられた電源ケーブル１０４をコン
セントに差し込むことで充電池５４、５８を充電するのに用いる充電池８８を充電するこ
とができる。このため、コンセントの差込口数が不足すことはない。
【００６４】
　また、コンセントの差込形状は、国や地域によって異なり、また輸送手段（飛行機、船
舶、自動車など）でも異なる。そこで、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０
の夫々に充電用のケーブルが設けられていると、夫々に各仕様に合わせたケーブルが必要
となる（この場合、２本×国や地域や輸送手段）。しかし、本実施形態では収納ケース６
６に電源ケーブル１０４が設けられているため、この電源ケーブル１０４だけを各仕様に
合わせる（１本×国や地域や輸送手段）ことで充電池８８を充電することができる。
【００６５】
　また、充電池８８は、充電池５４、５８に比べて自己放電率が小さくされている。つま
り、充電池８８は、充電池５４、５８に比べて放電し難いようになっている。このため、
収納ケース６６に充電池８８を収納し、これを用いて充電池５４、５８を充電する際に、
効果的に充電池５４、５８を充電することができる。
【００６６】
　また、充電池８８は、収納ケース６６に対して着脱可能に設けられている。このため、
可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納ケース６６に収納して搬送してい
る間に、充電池８８の充電量が少なくなった場合には、予め用意した充電済みの充電池８
８を装着している充電池８８と交換することで、充電池５４、５８を充電することができ
る。
【００６７】
　また、可搬型放射線撮影装置１０の受電部９４と第１収納部８４に設けられた給電部９
６、及び可搬型Ｘ線源７０の受電部９８と第２収納部８６に設けられた給電部１００とは
非接触である。このため、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０の防水性及び
見栄えを向上させることができる。
【００６８】
　なお、本発明を特定の実施形態について詳細に説明したが、本発明は係る実施形態に限
定されるものではなく、本発明の範囲内にて他の種々の実施形態が可能であることは当業
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影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を収納したが、どちらか一方を収納してもよい。
【００６９】
　また、上記実施形態では、特に言及しなかったが、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬
型Ｘ線源７０を用いて被写体８２を撮影する際には、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬
型Ｘ線源７０を制御するノート型等のパーソナルコンピュータを用いてもよい。
【００７０】
　次ぎに、本発明の第２実施形態に係る収納ケース１２２、及び装置システム１２０の一
例について図９、図１０に従って説明する。なお、第１実施形態と同一部材については、
同一符号を付してその説明を省略する。
【００７１】
　図１０に示されるように、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を稼動させ
る充電池１２４は、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０に収納されておらず
、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０とは別に設けられている。
【００７２】
　そして、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０を使用する際には、充電池１
２４と可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０とをケーブル１２６、１２８で接
続することで、可搬型放射線撮影装置１０及び可搬型Ｘ線源７０へ電力を供給するように
なっている。
【００７３】
　また、図９に示されるように、装置システム１２０を構成する収納ケース１２２の蓋部
１２２Ｂには、充電池１２４を着脱自在に収納する収納部１２６が設けられている。さら
に、蓋部１２２Ｂには、充電手段としての充電回路１２８が設けられており、充電回路１
２８は、収納部９０に収納された充電池８８から電力を取得して収納部１２６に収納され
た充電池１２４を充電するようになっている。
【符号の説明】
【００７４】
１０　　　　可搬型放射線撮影装置
５４　　　　充電池（第１充電池）
５８　　　　充電池（第２充電池）
６４　　　　装置システム
６６　　　　収納ケース
７０　　　　可搬型Ｘ線源
８４　　　　第１収納部（収納部）
８６　　　　第２収納部（収納部）
８８　　　　充電池（第３充電池）
９２　　　　充電回路（充電手段）
９４　　　　受電部
９６　　　　給電部
９８　　　　受電部
１００　　　給電部
１０４　　　電源ケーブル
１２０　　　装置システム
１２２　　　収納ケース
１２８　　　充電回路（充電手段）
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